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成功例は未だ本邦文献上例を見なし、。海外に於いて
も数例を見るのみであるが，乳児は可成の手術侵襲
に耐え得るものであり，後腹膜碕形腫の 10%内外
に悪性化像を見る事からも，発見次第早期に別出術
を施行すべきであると考えられる。 
5) イルガピリン筋注による多発性筋炎の 1症例
中野喜久男(大学院〉 
最近当教室に於いて Irgapyrin筋注による多発
性筋炎の 1例に遭遇したので報告し併せて Irgapy-
rin注射による局所反応についての動物実験を行つ
たので報告した。患者は 39才男子の公務員で最初
左側帯部に Irgapyrinを筋注し 2日後右側脊部に
筋注した処注射局所の軽度の厚痛，発赤をみたが翌
夜半より下腿に強度の疹痛，腫脹J発赤を生じマッ
サージにより急激に増悪して来院した。術後 16日
日より発熱と賛血をきたし抗生物質も効かず計 5回
の手術後漸く回復した。動物実験は 15匹の家兎を
用い背筋と耳血管周囲皮下組織に約 25mg/kg Ir-
gapyrinを注射して 1日目， 3日目， 7日目， 14日目
で屠殺解剖し局所を組織学的に検した処筋肉注射部 
には著明な凝困壊死と周囲筋肉には蹴様~性をみ，
壊死部は搬痕化する傾向がある。血管も中膜外膜に
於いて障害をみた。 Irgapyrin注射時には無菌的に
するは勿論，細心の注意を要する。 
6) 特発性大腸穿孔の 1治験例
中島和彦
急住腹部症の診断で救急手術を胞行した症例中に
なし。本症例は本邦第 38例日で死亡率の高い大腸
穿孔を一次的根治手術で治癒させた点で、は木邦第 4
例目である。
7) 若年者乳癌の 1例並びに教室に於ける説癌の
統計¥
山野徳雄
症例は 13才の女子， 来院 5カ月前に， 左側乳房
に，鶏卵大の腫麿を触れ，次第に増大し子拳大とな
る。根治手術を施行。服宵リンバ腺への転移なく， 
組織学的に腺癌であった。放射線治療は 1500 rを行
った。術後 10カ月の現在，再発の徴候なく健在であ
る。 20才以下の乳癌発生の報告は，本邦では，現在
まで 2(!iuの報告のみであり，欧米でも，非常に稀で
渉醸し得た症例は 20例に過ぎない.0
次に，昭和 21年より 11年間に，乳癌で入院せる
ものは 125例で，その中，男子乳癌 1例，再発 13例
があった。他の 111例は原発性女子乳癌であった。
この 111例につき統計的考察を行い，併せて文献的 
考投を行った。
8) 宗政病院の手術統計
古屋大堆(宗政病院〉
宗政病院では 3年半の手術総数は  609例に達し
た。この内胃切除術は 149例 (24.5%)で胃癌 15例
胃炎 3例潰場 131例に施行した。以下胆嚢切除術 5
廻盲1dl)切除術 3空腸切除術 1胃腸吻合術 9胃痩造設
術 4空腸痩造設術 3廻腸横行結腸吻合術 1胃固定術 
9ホワイトへヅド氏手術 40人工flIF'J造設術 1，イレ
は，時に稀有な疾患がある。中山外科にて最近原因 ウス手術 7， ，虫29ニヤ根治術L離・ガス痩〉へノ1](急
不明の上行結腸穿孔の 1治験例を得たので報告す
る。症例; 50才女性
主訴; 1) I恒気， 2)右下腹痛， 3)悪寒戦懐
家族歴，既応歴には特記事項なし。
1月 1日5日上記症状あるも月経前後に屡々経験し
たのでで、， 2日程経過を観た。 臼18日昼頃より再びび、上記
症状著明となり仇，医師に虫垂炎と診断された。入院 
時，全身状態ほ Y良好，右下腹部に筋性防禦禦を認4
め，白血球数は 14，800であった。
手術時所見では，上行結腸上 1/3に壊痘性黒安部 
あって大網に覆われ， 回盲部から 18'cmの所に 0.5 
XO.6の穿孔があり，腕i虫，その他異物は附近に認め
・ず。病安部を含む回盲部切除を施行し，第 15病日
に全治退院した。本症例は病理学的に憩室，特異佐
炎症，癌等は否定され，細菌学的にも特記すべき事
垂切除術 269試験開腹術 21例その他 58例で消化器
疾患、手術が 92%を占める。手術死亡例は胃切除術
で、は陣頭部血腫の縫合部圧迫による通過障碍の 1例
(胃切除死亡率 0.7%)乳児の腸重積症 2例(何れも 
全身状態思<，ガス痩壊-造設も及ばず死亡)，賛血血.を主
訴とする噴F門1可癌で、腸壇を開けぬ内に出血で
1例，乳癌根治術で術後頻脈で死亡した 1例，計 5
例であつた。イ他也は取り上げげ、るベき大過はtJ:.く，特に
胃切除術後成績は非常に良好である。
9) 清水厚生病院に於ける患者統計と胃出血 10
例について
南閤義一(清水厚生病院〉
清水厚生病院に於ける約 2年半の患者統計は 9101
名，入院患者 747名，手術患者数 692例，手術総数
